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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 75,197 △10.1 1,749 259.1 1,630 673.4 415 ―
21年3月期第2四半期 83,655 ― 487 ― 210 ― △1,066 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 10.56 ―
21年3月期第2四半期 △26.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 84,233 39,575 41.3 885.16
21年3月期 88,092 39,560 38.9 871.39

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  34,798百万円 21年3月期  34,253百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 153,000 △8.0 4,500 ― 3,500 ― 150 △93.2 3.82
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 48,794,046株 21年3月期  48,794,046株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  9,480,383株 21年3月期  9,484,713株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 39,311,571株 21年3月期第2四半期 39,683,874株
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当第２四半期におけるわが国経済は、政府・金融当局による諸政策効果や新政権への期待感から日経

平均株価が年初来高値を更新するなど景気の底打感が広まりつつあるものの、急激な円高進行、企業収

益や設備投資の大幅減少、失業率が過去最高水準に達するなど不安材料も多く不安定な状態が続いてお

ります。また海外では、金融危機の震源地である米国を中心とした先進国で、明確な景気改善は見られ

ず厳しい状況が続いています。 

このような経済環境のもと、情報サービス業界においては、相次ぐ企業のIT投資凍結の影響で需要が

収縮し、特にエンジニア派遣事業やITアウトソーシング事業でその影響を大きく受けました。一方、企

業にとって必要不可欠な業務である顧客サポート事業では比較的影響は受けませんでした。 

 このような事業環境の中、当社グループでは、経営の軸を成長路線から収益性の改善へとシフトさ

せ、「事業の選択と集中」、「コスト構造改革」を推進し、収益性は大きく改善することができまし

た。また、政府当局による経済対策、法改正などに伴う新たな需要に加え、企業のIT投資の再開などを

見据えた中長期での需要拡大に備えるなど、外部環境の変化に鋭敏に対応するための業種・業務特化型

サービスを拡充し、競争力強化に努めております。さらに、コールセンターサービス、ビジネスプロセ

スアウトソーシングサービス、ビジネスプロセスソリューションサービス、デジタルマーケティングサ

ービスなど、多彩なサービスを企業の課題・ニーズに合わせて複合的に提供するクロスセル戦略に注力

し、今後の成長に繋げてまいります。  

以上のような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高75,197百万円となりビジネス

プロセスアウトソーシングサービス事業、ビジネスプロセスソリューションサービス事業を中心に前年

同四半期比10.1％の減収となりました。利益につきましては、事業の選択と集中、コスト構造改革など

の諸施策の効果もあり、その結果、営業利益は1,749百万円となり前年同四半期比259.1％の増益、経常

利益は1,630百万円となり前年同四半期比673.4％の増益となりました。また、特別損失として固定資産

の減損損失や除却損など2,014百万円を計上し、四半期純利益は415百万円（前年同四半期は四半期純損

失1,066百万円）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ3,859百万円減少し84,233百万円となりまし

た。このうち流動資産につきましては、4,770百万円減少し、45,276百万円となりました。これはコー

ポレートベンチャーキャピタル事業の撤退による営業投資有価証券（流動資産）から投資有価証券（投

資その他の資産）への振替および売掛金の減少が主な要因であります。固定資産につきましては、911

百万円増加し、38,956百万円となりました。 

また、負債の部につきましては、前期末に比べ3,874百万円減少し、44,657百万円となりました。これ

は、主に当社における短期借入金の返済および買掛金の減少によるものであります。  

 純資産の部につきましては、前期末に比べ14百万円増加し、39,575百万円となり、自己資本比率は、

41.3％となりました。 

（２） キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュフローの状況は次のとおりとなりました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ3,663百万円収入が増加し、5,198百万円

の収入となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益の増加と法人税等の支払額の減少に

よるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ4,319百万円支出が減少し、687百万円の

支出となりました。この主な要因は、有形・無形固定資産取得による支出および関係会社株式取得によ

る支出が減少したことによるものであります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（１） 財政状態の変動状況
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財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ5,503百万円支出が増加し、1,192百万円

の支出となりました。この主な要因は、短期借入れによる収入が減少したことによるものであります。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前年同四半期と比べ2,229

百万円増加し、17,595百万円となりました。 

  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年５月15日に発表した業績予想と変更はあり

ません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の連結子会社は、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し
たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見
積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末
の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価
額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の実績を反映し年間償却予定額を期間按分する方法に
よっております。 
 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し
て算定する方法によっております。 

４．法人税等ならびに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

一部の連結子会社は、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項
目を重要なものに限定する方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時
差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の
業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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１.完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工
事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計
基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間よ
り適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から進捗部分について成果の確実性が認め
られる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事につい
ては工事完成基準を適用しております。 
これにより、売上高は396百万円、売上総利益、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純

利益は197百万円それぞれ増加しております。 
 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

２.在外子会社等の収益及び費用の換算基準の変更 

在外子会社等の収益及び費用については、従来、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し
ておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均の直物為替相場により円貨に換算する方法
に変更しております。 
この変更は、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を軽減し、より適正な期間損益の

認識を図るために行ったものであります。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上高は122百万円、営業利益は5百万円、経常利

益および税金等調整前四半期純利益は4百万円それぞれ減少しております。 
 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

３.コーポレートベンチャーキャピタル事業からの撤退 

コーポレートベンチャーキャピタル事業を前連結会計年度末で撤退したことに伴い、期首時点に
おいて、「営業投資有価証券」(流動資産)5,133百万円を「投資有価証券」(投資その他の資産)
4,088百万円、「関係会社株式」(投資その他の資産)1,044百万円に、「繰延税金負債」（流動負
債）234百万円を「繰延税金負債」(固定負債)に、それぞれ振替えております。これに伴い、従来、
コーポレートベンチャーキャピタル事業における有価証券の売却額を売上高として計上し、売却し
た有価証券の帳簿価額を売上原価として計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より有価
証券の売却損益を純額で特別損益に計上する方法に変更いたしました。 
この結果、売上高が352百万円、売上原価が342百万円、売上総利益および営業利益が9百万円、そ

れぞれ減少しております。また、受取配当金（営業外収益）が2百万円、投資事業組合損失（営業外
費用）が6百万円、投資有価証券売却益（特別利益）が68百万円、その他特別利益が31百万円、関係
会社株式売却損（特別損失）が2百万円、投資有価証券評価損（特別損失）が85百万円、それぞれ増
加しております。 

  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,073 14,646

受取手形及び売掛金 21,637 24,367

営業投資有価証券 － 5,133

商品及び製品 78 259

仕掛品 574 662

貯蔵品 16 17

繰延税金資産 2,874 1,880

その他 2,158 3,275

貸倒引当金 △135 △195

流動資産合計 45,276 50,047

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,534 5,032

工具、器具及び備品（純額） 4,498 4,551

土地 1,149 1,146

その他（純額） 240 947

有形固定資産合計 10,423 11,678

無形固定資産   

のれん 1,341 1,546

ソフトウエア 4,692 2,375

その他 524 3,285

無形固定資産合計 6,558 7,207

投資その他の資産   

投資有価証券 5,260 956

関係会社株式 4,503 4,504

その他の関係会社有価証券 60 96

出資金 4 7

関係会社出資金 383 383

繰延税金資産 4,262 5,138

差入保証金 5,204 5,423

その他 2,739 3,026

貸倒引当金 △444 △379

投資その他の資産合計 21,974 19,158

固定資産合計 38,956 38,044

資産合計 84,233 88,092
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,410 4,786

短期借入金 1,946 4,799

1年内償還予定の社債 1,068 846

1年内返済予定の長期借入金 1,047 682

未払金 2,351 3,063

未払費用 5,086 5,280

未払法人税等 319 376

未払消費税等 1,137 1,565

賞与引当金 2,877 3,133

清算損失引当金 346 －

その他 1,588 1,332

流動負債合計 21,179 25,867

固定負債   

社債 3,175 3,700

長期借入金 19,681 18,209

退職給付引当金 130 116

その他 491 637

固定負債合計 23,477 22,663

負債合計 44,657 48,531

純資産の部   

株主資本   

資本金 29,065 29,065

資本剰余金 23,005 23,009

利益剰余金 4,536 4,155

自己株式 △19,740 △19,749

株主資本合計 36,868 36,482

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 111 407

繰延ヘッジ損益 △6 △4

為替換算調整勘定 △2,175 △2,631

評価・換算差額等合計 △2,069 △2,228

新株予約権 － 0

少数株主持分 4,776 5,306

純資産合計 39,575 39,560

負債純資産合計 84,233 88,092

- 7 -

トランス･コスモス㈱（9715）平成22年３月期　第２四半期決算短信



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 83,655 75,197

売上原価 68,067 61,121

売上総利益 15,588 14,075

販売費及び一般管理費 15,101 12,326

営業利益 487 1,749

営業外収益   

受取利息 79 45

受取配当金 14 13

為替差益 29 －

デリバティブ評価益 － 164

助成金収入 － 135

その他 210 103

営業外収益合計 334 463

営業外費用   

支払利息 192 246

為替差損 － 149

デリバティブ評価損 70 －

持分法による投資損失 172 76

その他 176 110

営業外費用合計 610 582

経常利益 210 1,630

特別利益   

固定資産売却益 8 78

貸倒引当金戻入額 13 52

関係会社株式売却益 － 178

持分変動利益 179 0

その他 43 283

特別利益合計 245 594

特別損失   

固定資産売却損 27 1

固定資産除却損 96 152

減損損失 289 505

持分変動損失 98 111

清算損失引当金繰入額 － 346

関係会社株式評価損 301 －

その他 306 897

特別損失合計 1,118 2,014

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△662 210

法人税、住民税及び事業税 864 137

法人税等調整額 △287 △40
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

法人税等合計 576 96

少数株主損失（△） △172 △301

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,066 415

- 9 -

トランス･コスモス㈱（9715）平成22年３月期　第２四半期決算短信



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△662 210

減価償却費 1,372 1,332

減損損失 289 505

のれん償却額 282 223

無形固定資産償却費 654 764

賞与引当金の増減額（△は減少） 291 △255

貸倒引当金の増減額（△は減少） 86 55

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 140

受取利息及び受取配当金 △94 △59

支払利息 192 246

為替差損益（△は益） △29 149

持分法による投資損益（△は益） 172 76

関係会社株式売却損益（△は益） △6 △154

関係会社株式評価損 301 －

持分変動損益（△は益） △81 110

固定資産除却損 96 152

売上債権の増減額（△は増加） 2,082 2,572

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 237 －

営業投資有価証券評価損 632 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △68

たな卸資産の増減額（△は増加） △490 272

仕入債務の増減額（△は減少） △1,536 △1,320

その他 235 117

小計 4,058 5,074

利息及び配当金の受取額 125 60

利息の支払額 △173 △251

法人税等の支払額 △2,476 △217

法人税等の還付額 － 532

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,534 5,198
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △110 △215

定期預金の払戻による収入 359 190

有形固定資産の取得による支出 △2,097 △473

無形固定資産の取得による支出 △1,672 △552

投資有価証券の取得による支出 △141 △71

投資有価証券の売却による収入 － 268

投資有価証券の償還による収入 － 32

関係会社株式の取得による支出 △541 －

関係会社株式の売却による収入 － 9

関係会社の整理による収入 － 33

少数株主からの株式の購入による支出 △599 △274

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△302 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△22 △179

差入保証金の差入による支出 △401 △61

差入保証金の回収による収入 94 262

その他の支出 △138 △104

その他の収入 565 447

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,007 △687

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 52,552 7,540

短期借入金の返済による支出 △48,258 △10,390

長期借入れによる収入 4,000 2,100

長期借入金の返済による支出 △41 △122

自己株式の取得による支出 △1,993 △0

自己株式の売却による収入 31 5

社債の発行による収入 4,500 －

社債の償還による支出 △5,199 △293

配当金の支払額 △1,639 －

少数株主からの払込みによる収入 360 －

少数株主への配当金の支払額 － △0

その他 － △30

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,310 △1,192

現金及び現金同等物に係る換算差額 △353 65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 484 3,383

現金及び現金同等物の期首残高 14,821 14,211

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

59 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,365 17,595
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な内容 

 (1) 情報サービス事業・・・・・・・・・・・・情報処理サービス業務、ソフトウエア開発業務、商品・製品の販売 

 (2) コーポレートベンチャーキャピタル事業・・事業開発投資事業 

３ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号)を当第1四半期連結会計

期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利

益は、「情報サービス事業」で5百万円増加しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

前連結会計年度末で、コーポレートベンチャーキャピタル事業から撤退し、単一セグメントとなったため、記

載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 「アジア」に属する国および地域は、中国および韓国であります。 

３ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号)を当第１四半期連結会

計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業

利益は、「アジア」で5百万円増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

情報サービス 
事業

(百万円)

コーポレート 
ベンチャー 
キャピタル 

事業

(百万円)

計

(百万円)

消去 
又は全社

(百万円)

連結

(百万円)

  売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 82,566 1,089 83,655 ─ 83,655

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 0 ─ 0 （0） ─

計 82,566 1,089 83,656 （0） 83,655

  営業利益又は営業損失（△） 4,119 △846 3,273 （2,785） 487

（所在地別セグメント情報）

日本

(百万円)
アメリカ

(百万円)
アジア

(百万円)
計

(百万円)

消去 
又は全社

(百万円)

連結

(百万円)

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 76,370 985 6,299 83,655 ─ 83,655

 (2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

84 45 931 1,061 （1,061） ─

計 76,454 1,031 7,230 84,717 （1,061） 83,655

 営業利益又は営業損失(△) 3,438 △303 277 3,412 （2,925） 487
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 「アジア」に属する国および地域は、中国、韓国およびタイであります。 

３ 「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第1四半期連結累計期間より適用しております。この変更に伴い、

従来の方法によった場合に比べて、売上高は、「日本」で386百万円、「アジア」で10百万円それぞれ増加しておりま

す。また、「日本」で営業利益が195百万円増加し、「アジア」で営業損失が2百万円減少しております。 

４ 在外子会社等の収益及び費用については、第１四半期連結累計期間より期中平均の直物為替相場により円貨に換算する方

法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、売上高は、「日本」で２百万円増加し、

「アメリカ」で２百万円、「アジア」で122百万円それぞれ減少しております。また、「アメリカ」で営業利益が1百万円

減少し、「アジア」で営業損失が３百万円減少しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

日本

(百万円)
アメリカ

(百万円)
アジア

(百万円)
計

(百万円)

消去 
又は全社

(百万円)

連結

(百万円)

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 70,091 141 4,965 75,197 ─ 75,197

 (2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

90 14 411 516 (516) ─

計 70,181 155 5,376 75,713 (516) 75,197

 営業利益又は営業損失(△) 4,901 14 △145 4,770 (3,021) 1,749

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

(要約)四半期財務諸表

 (１） (要約)四半期個別貸借対照表

（単位：百万円）

科 目
当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

（平成21年３月31日）

資産の部

 流動資産

  現金及び預金 9,458 5,683

  受取手形 34 56

  売掛金 17,938 19,641

  営業投資有価証券 ─ 8,263

  たな卸資産 218 187

  繰延税金資産 2,778 1,611

  その他 1,257 2,762

  貸倒引当金 △65 △79

  流動資産合計 31,621 38,127

 固定資産

  有形固定資産

   建物（純額） 1,517 1,788

   工具器具備品（純額） 3,034 2,953

   土地 373 373

   その他（純額） 112 1,034

   有形固定資産合計 5,038 6,150

 無形固定資産

  無形固定資産合計 4,550 5,017

 投資その他の資産

  投資有価証券 7,919 780

  関係会社株式 15,930 16,063

  その他の関係会社有価証券 173 197

  関係会社出資金 879 1,269

  関係会社長期貸付金 2,863 3,097

  繰延税金資産 4,189 5,219

  差入保証金 3,549 3,675

  その他 2,477 2,683

  貸倒引当金 △2,959 △3,225

  投資その他の資産合計 35,024 29,762

  固定資産合計 44,614 40,930

  資産合計 76,235 79,057
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（注）１ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２ この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象ではありませ

ん。 

  

（単位：百万円）

科 目
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

（平成21年３月31日）

負債の部

 流動負債

  買掛金 3,505 4,621

  短期借入金 ─ 2,500

  一年内償還予定の社債 1,050 800

  一年内返済予定の長期借入金 985 582

  未払金 1,053 1,636

  未払費用 3,967 4,328

  未払法人税等 182 100

  未払消費税等 777 912

  賞与引当金 2,578 2,854

  その他 973 802

  流動負債合計 15,073 19,139

 固定負債

  社債 3,175 3,700

  長期借入金 19,425 17,917

  その他 483 1,136

  固定負債合計 23,083 22,754

 負債合計 38,157 41,893

純資産の部

 株主資本

  資本金 29,065 29,065

  資本剰余金 23,005 23,009

  利益剰余金 5,674 4,353

  自己株式 △19,740 △19,749

株主資本合計 38,006 36,680

評価・換算差額等

 その他有価証券評価差額金 71 484

 評価・換算差額等合計 71 484

純資産合計 38,078 37,164

負債純資産合計 76,235 79,057
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（注）１ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２ この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象ではありませ

ん。 

 (２) (要約)四半期個別損益計算書

（単位：百万円）

科 目
前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日)

売上高 68,124 61,773

売上原価 56,622 51,274

 売上総利益 11,501 10,499

販売費及び一般管理費 9,950 7,911

営業利益 1,551 2,587

営業外収益

 受取利息 74 66

 受取配当金 18 13

 助成金収入 ─ 77

 その他 81 59

 営業外収益合計 174 216

営業外費用

 支払利息 169 226

 その他 201 130

営業外費用合計 370 357

経常利益 1,354 2,447

特別利益

 固定資産売却益 7 10

 関係会社清算差益 ─ 492

 貸倒引当金戻入益 8 35

 債務保証損失引当金戻入益 ─ 674

 その他特別利益 ─ 192

特別利益合計 15 1,404

特別損失

 貸倒引当金繰入額 533 678

 固定資産減損損失 ─ 468

 その他 355 1,204

 特別損失合計 889 2,351

税引前四半期純利益 481 1,500

法人税、住民税及び事業税 562 31

法人税等調整額 △262 147

法人税等合計 299 179

四半期純利益 181 1,320
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